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❖京都の古刹、二尊院の寺宝《二十五菩薩来迎図》にクローズアップした初めての出版

百人一首にも詠われた「小倉山」の麓にある二尊院は、釈迦如来と阿弥陀如来の二尊を本尊とすることで有名だが、《二十五
菩薩来迎図》は、これまで保存の観点から公開されることは稀で、知る人ぞ知る寺宝だった。しかも、来迎図というと、
ふつうは阿弥陀如来を中心に全ての光景が一幅に描かれているものが圧倒的に多いなか、この《二十五菩薩来迎図》は、
阿弥陀如来は登場せず、二十五菩薩に地蔵菩薩と竜樹菩薩を加えた 27 の菩薩が来迎する様子を 17 幅に分けて描く非常に
珍しい構成をとる。本書は、その全貌を紹介する初めての出版となる。

❖土佐派の実質的な祖、土佐行広の知られざる大作の美を、高精細写真で紹介

作者の土佐行広は、「土佐」の姓が明らかな最初の画人で、現在まで続くやまと絵の画派である土佐派の実質的な祖と言
われている。宮廷や幕府などの仕事でも活躍をしたこの画家が、自ら結縁者に名を連ねたこの《二十五菩薩来迎図》を、
撮り下ろしの高精細写真で収録。截金や切箔などの繊細な技法の細部や、重厚な彩色の質感まで大判の図版で紹介する。

❖美術、歴史、科学調査、それぞれの分野の専門家による論考を収録

美術分野は金子信久（府中市美術館学芸員）、歴史分野は高橋大樹（大津市歴史博物館学芸員）、科学分析は仲政明（嵯峨
美術大学大学院研究科長）と、それぞれの分野の専門家が《二十五菩薩来迎図》と二尊院をめぐる論考を展開。美術史的
な観点からは、来迎図の歴史における《二十五菩薩来迎図》の位置付けと特殊性について、その価値を再評価する。

❖仏画の修理を丹念に取材し、写真と文章で詳細に紹介

《二十五菩薩来迎図》17 幅の修理を手掛けたのは、京都の老舗「中村弘明堂」
三代目表具師の中村圭佑氏。その修理の過程を丹念に追い、京都に伝わる職
人技の粋を紹介する。

『二尊院の二十五菩薩来迎図』
小倉山 二尊院［編］
A4 判・並製・カバー装
定価：本体 3,800 円＋税
ISBN：978-4-336-07454-6

紅葉の名所としても名高い「嵯峨三名跡」の一ヵ寺。嵯峨天皇の勅願により、第三代天
台座主（円仁）が承和年間（834〜848）に建立したことに始まる。奈良の仏師によって 
つくられた本尊二尊は重要文化財に指定される。

二尊院本堂 書影

取扱店 申込書 ご記入後、お近くの書店へお持ち下さい。

『二尊院の二十五菩薩来迎図』 を 　　　 冊  注文します
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い
ま
明
か
さ
れ
る

未
知
な
る
仏
画
の
美
！

土
佐
派
と
い
う
日
本
絵
画
史
上
の
大
流
派
の
出
発
点

と
も
な
る
作
品
で
、
重
要
美
術
品
の
認
定
も
受
け
た

歴
史
的
名
幅
の
魅
力
を
、
撮
り
下
ろ
し
に
よ
る
全
幅

の
高
精
細
写
真
、
充
実
の
論
考
、
修
理
記
録
な
ど
で
、

余
す
と
こ
ろ
な
く
初
紹
介
。

本書の特徴

小倉山 二尊院について
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番
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北
三
番

No 現状色彩 Au Ca Cu Fe Hg Pb S Si Zn 使用顔料
1 赤 - 1.56 0.04 0.10 4.10 0.36 8.45 1.49 - 朱
2 薄赤 - 0.84 0.95 0.13 - 6.19 11.0 2.22 - 鉛白＋鉛丹
3 緑 0.64 1.16 3.83 0.63 - 0.07 1.00 2.12 0.03 緑青
4 金 1.36 3.81 - 0.17 - 0.07 3.70 1.68 - 金箔
5 黒 0.57 5.27 0.95 1.24 - 0.08 1.30 2.11 - 墨
6 赤 0.80 5.16 - 2.19 1.01 0.10 5.16 1.45 - 朱
7 緑 0.76 5.69 1.20 0.24 - 0.06 1.61 1.68 - 緑青
8 茶黒 - 7.75 - 0.43 0.07 0.14 1.46 3.92 - 墨（下層に代赭）
9 薄赤 - 7.14 - 0.20 - 0.08 0.37 0.87 - 有機
10 金 0.55 3.20 - 0.93 - 2.07 6.96 2.31 - 金箔
11 青 0.26 2.33 2.95 3.24 - 0.49 1.53 2.57 群青
12 金 1.48 0.30 - 0.70 - 4.30 6.47 1.66 - 金泥
13 茶 2.23 0.32 0.15 0.69 - 6.26 6.23 1.35 - 不明緑
14 白 - 22.5 - 0.16 - 0.13 1.07 1.01 - 胡粉
15 白 - 1.08 - 0.05 - 7.31 9.23 1.28 - 鉛白
16 白 - 24.5 - 0.18 - 0.16 1.09 1.24 - 胡粉
17 白 - 14.4 - 0.10 - 1.86 4.83 1.02 - 鉛白
18 白 - 8.02 - 0.36 - 1.60 4.97 1.01 - 鉛白
19 青 - 4.37 8.38 5.66 - 18.7 6.76 2.06 - 群青
20 赤 1.15 0.57 - 0.47 3.60 5.22 8.43 1.71 - 朱
21 青 - 0.60 0.87 1.02 - 5.98 8.43 1.91 - 群青
22 茶 - 6.16 0.21 0.22 - 0.08 0.58 1.36 0.05 不明緑
23 茶 - 4.37 0.30 0.21 - 0.18 0.83 1.09 0.06 不明緑
24 白 0.46 0.23 - 0.48 - 7.51 10.2 1.94 - 鉛白
25 白 - 4.19 - 0.19 - 2.63 8.77 1.45 - 鉛白
26 黄 - 2.96 - 0.14 0.14 3.29 8.99 1.31 - 藤黄（下層に鉛白）
27 赤 - 3.69 - 0.16 1.39 1.40 6.72 1.27 - 朱
28 地色 - 6.56 - 0.26 - 0.07 0.58 1.94 - 藍
29 壁 - 2.36 - 0.43 - 0.07 0.03 2.51 -
30 壁 - 2.29 - 0.38 - 0.07 0.06 2.83 -
31 地色 - 9.41 0.04 0.12 - 0.12 1.01 1.73 - 藍

No.1 No.2 No.3

蛍光 X線で計測した箇所（No.1—31） 赤外線写真No.19 No.24 No.27

％（FP法）
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（
四
）
増
裏
を
上
げ
る

総
裏
の
次
は
そ
の
下
の
裏
打
ち
紙
「
増ま

し

裏う
ら

」
を
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
増
裏
の
下
が
、「
肌

裏
」。
本
紙
の
裏
に
直
に
接
す
る
裏
打
ち
紙
で
す
。
こ
れ
を
除
去
す
る
、
つ
ま
り「
肌
上
げ
」

を
す
る
か
ど
う
か
は
、
本
紙
や
絵
具
の
状
態
次
第
で
す
。
例
え
ば
、
肌
裏
が
す
で
に
浮
い

て
い
る
よ
う
な
状
態
で
、
本
紙
に
影
響
な
く
除
去
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ

（
三
）
解
装

解
装
と
は
、
表
具
裂
な
ど
を
取
り
外
す
作
業
の
こ
と
で
、「
解
体
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

最
初
に
掛
軸
の
下し

も

軸じ
く

を
外
し
、
そ
れ
か
ら
上う

わ

巻ま
き

と
呼
ば
れ
る
裂
、
そ
し
て
上か

み

軸じ
く

、
と
順
に

外
し
て
い
き
ま
す
。

近
年
は
、
外
し
た
表
具
裂
は
、
全
て
一
新
し
て
仕
立
て
直
す
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
が
、

今
回
は
、
今
あ
る
表
具
裂
を
で
き
る
だ
け
生
か
す
方
針
で
修
理
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
現
状
で
は
こ
の
来
迎
図
の
表
具
裂
は
比
較
的
良
い
状
態
に
あ
る
た
め
で
す
。
ま
た
、

現
状
の
来
迎
図
の
独
自
の
佇
ま
い
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
き
た
い
、
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
し
た
。
重
厚
な
仕
立
て
も
多
い
仏
画
の
中
で
、
こ
の
来
迎
図
の
表
具
裂
は
珍
し
い

ほ
ど
簡
素
で
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
菩
薩
来
迎
の
シ
ー
ン
が
よ
り
一
層
、
神
々
し
く
、

荘
厳
に
見
え
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
一
七
幅
を
並
べ
て
一
つ
の
光
景
を
作
り

出
す
と
い
う
仕
立
て
を
、
表
具
に
よ
っ
て
邪
魔
し
な
い
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん 

。

ん
。
と
こ
ろ
が
、
仏
画
な
ど
の
作
品
は
、
絵
絹
の
裏
か
ら
も
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
そ
の
場
合
、
肌
上
げ
を
す
る
と
裏
彩
色
も
一
緒
に
除
去
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
る
の
で
す
。
肌
上
げ
が
基
本
と
さ
れ
た
昔
の
修
理
で
は
、
そ
の
よ
う
な
例
も
少
な
く
な

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
現
在
で
は
、
状
態
に
よ
っ
て
は
肌
上
げ
を
し
な
い
ほ
う
が
良
い
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

二
尊
院
の
こ
の
《
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
》
も
、
修
理
前
の
調
査
の
結
果
、
裏
彩
色
の
絵
具

が
肌
裏
に
強
固
に
貼
り
付
い
て
い
る
の
で
、
肌
上
げ
は
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
肌

上
げ
を
す
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
絵
の
表
面
に
弱
い
糊
で
紙
を
貼
っ
て
絵
具
を
い
っ
た

ん
固
定
し
て
か
ら
、
肌
裏
を
慎
重
に
除
去
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
（
表
に
貼
っ
た
紙
は
最
後

に
剝
が
し
ま
す
）。
し
か
し
二
尊
院
の
《
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
》
の
場
合
は
、
絵
絹
が
す
で
に

失
わ
れ
て
い
る
部
分
で
も
、
裏
彩
色
の
絵
具
だ
け
が
残
っ
て
い
る
ほ
ど
、
絵
具
が
肌
裏
に

し
っ
か
り
固
着
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
も
そ
も
絵
絹
の
目
が
と
て
も
粗
い
の
で
、
絵
具
と

絵
絹
の
接
着
強
度
が
弱
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
肌
上
げ
は
き
わ
め
て
危
険
と
判

断
し
た
の
で
す
。

丸包丁と呼ばれる大きな刀で、下軸に巻いた紙だけを丁寧に切っていく。

掛軸の裏側、上部の布部分の上巻を上げていく。

中から出てきた軸木。下軸と上軸だけは、経年による歪みも出てき
ているため、新調を決めた。増裏を丁寧に、ゆっくりと上げていく。

絵絹が欠失して、裏彩色だけが残った肌裏が見えている。

裏
打
ち
用
の
糊
は
、
古
糊
で
す
。
小
麦
デ

ン
プ
ン
糊
を
五
年
〜
一
〇
年
ほ
ど
冷
暗
所

で
発
酵
さ
せ
た
も
の
で
、接
着
力
が
極
め
て

弱
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。こ
の
古
糊
を
さ
ら

に
水
で
薄
め
て
用
い
る
た
め
、
乾
い
た
と

き
に
柔
軟
な
仕
上
が
り
に
な
る
の
で
す
。

ま
た
、
水
を
含
ま
せ
る
と
、
何
の
抵
抗
力

も
な
く
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
古

糊
の
特
徴
で
す
。
接
着
力
の
弱
さ
は
、
本
紙

そ
の
も
の
へ
の
接
着
剤
に
よ
る
影
響
を
最

小
限
に
留
め
る
た
め
の
先
人
の
知
恵
な
の

で
し
ょ
う
。
そ
の
一
方
で
、
接
着
力
の
弱
さ

ゆ
え
に
裏
打
ち
紙
が
経
年
に
よ
っ
て
次
第

に
剝
が
れ
て
き
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
、

定
期
的
な
修
理
が
必
要
な
理
由
と
も
な
っ

て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

糊
の
こ
と

C
olum

n

毎年冬に甕（かめ）に仕込む古糊（ふるのり）。
冷暗所で寝かせ、発酵させてから用いる。

たっぷりの水で伸ばして用いる。

�

金
子 

信
久
（
本
書
執
筆
者
、
府
中
市
美
術
館
学
芸
員
）

　

近
年
の
仏
画
研
究
で
は
、
対
象
と
す
る
時
代
の
範
囲
が
広
が
っ

て
き
た
。
喜
ば
し
い
限
り
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
造
形
と
し
て
魅

力
的
な
仏
画
は
鎌
倉
時
代
で
終
わ
り
と
の
研
究
者
の
間
で
の
認
識

は
、
今
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

無
論
、
仏
画
研
究
の
目
的
は
美
的
価
値
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。

け
れ
ど
も
、
美
術
史
上
の
事
象
と
し
て
従
来
目
が
向
け
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
も
の
を
対
象
と
す
る
な
ら
、
私
は
、
や
は
り
作
品
の
美

的
価
値
を
起
点
に
し
て
ほ
し
い
と
切
に
思
う
。
旧
来
の
美
の
物
差

し
で
は
測
れ
な
か
っ
た
、
室
町
時
代
な
ら
室
町
時
代
の
、
江
戸
時

代
な
ら
江
戸
時
代
の
美
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
美
術
研

究
と
し
て
の
第
一
歩
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
は
、
研
究

だ
け
で
は
な
く
、
日
本
美
術
の
鑑
賞
と
い
う
私
た
ち
現
代
人
の
楽

し
み
を
、
更
に
広
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

二
尊
院
の
《
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
》
の
修
理
や
調
査
に
関
わ
る

な
か
で
私
が
確
信
し
た
の
は
、
室
町
時
代
前
半
、
一
五
世
紀
と
い

う
時
代
の
、
独
自
で
大
ら
か
な
造
形
感
覚
の
存
在
で
あ
る
。
ひ
と

た
び
そ
れ
に
気
づ
く
と
、
鎌
倉
時
代
の
作
例
を
見
た
と
き
、
非
の

打
ち
所
の
な
い
、
精
密
さ
を
極
め
た
技
巧
や
像
容
が
、
い
さ
さ
か

堅
苦
し
く
感
じ
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

二
尊
院
の
来
迎
図
の
作
者
は
、「
土
佐
」
姓
を
最
初
に
名
乗
っ

た
絵
師
、
土
佐
行
広
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
来
迎
図
は
、
伝
統

的
な
仏
画
で
あ
る
と
同
時
に
、
土
佐
派
と
い
う
日
本
絵
画
史
上
の

大
流
派
の
出
発
点
と
も
な
る
重
要
な
作
品
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
ま
で
と
は
異
な
る
そ
の
表
現
感
覚
に
は
、
土
佐
派
の
造

形
と
し
て
の
特
質
を
見
出
す
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
平
安
・
鎌
倉

時
代
以
来
の
技
法
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
線
描
や
形
の
大
ら
か
さ
、

伸
び
や
か
さ
に
は
、
伝
統
技
法
の
形
式
化
で
は
な
い
、
新
た
な
美

の
息
づ
か
い
が
感
じ
取
れ
る
。
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
美
術
書
で

は
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
仏
教
美
術
の
未
知
の
美
し
さ
を
、
存

分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
一
冊
と
な
る
だ
ろ
う
。

一 
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尊
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迎
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金
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二
尊
院
略
史
と
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
の
伝
来　

高
橋
大
樹
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全
図
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截
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赤
外
線
写
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・
模
本
・
裏
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写
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参
考
図
版

二 

修
理
と
科
学
分
析
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二
尊
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《
二
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